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8. 三瓶山 麓

(1) 地形・ 地質

三瓶山は，島根県の中央部にあり，標高 1，126m で， ほぼ円形の広大な山麓を有し， その面積

はほぼ 48km2
である。三瓶山は大山，大江高山および青野山とともに白山火山帯に属する火山

で，風光明蝿な地域中央部は層、岐大山国立公園に編入されてい る。また，楳高 400-600mの山

麓一帯は，主に牧草地やレクリエ ーションの場と して利用 されているが，未利用の原野も多く，

一部に農業開発の期待がもたれている。

三瓶山は，火山としては休火山であるが，構造的には小 じんまりとしたカノレデラ火山であり，

山麓の外側の標高 500111か ら 600m の花街岩山地が外壁のようになってい る。三瓶山の形成に

ついては，山口 (1963)，小幡 (1967)，鈴木ら (1968)，久野 (1954)および松井ら (1974)によって

研究されており，これ らに よると，三瓶火山の中央部の円頂丘群を形成する溶岩は黒雲母一角閃

石一石英安山岩(以下石英安山岩という〉であり ，噴出物は|峰下土佐積物と火砕流に分けられている。

なお，これ らの眉序は松井ら (1971)によって表 2-7-22のようにまとめられている。 これによる

と，三瓶山の活動期は古三瓶期と新三瓶期の 2つに大きく分かれ， さらにそれらが 3つに細分さ

れ，計 6期 の活動期がある。 古三瓶期の噴出物は第三紀以前の流紋岩や花尚岩などの基盤岩の岩

表 2-7-22 三瓶火山層序と三版カノレデラ内のポ{リン グ結果 (8.l)による地層区分

B，(中IBI)

!晋 女ナOili定上)Iユ 粒j支 草壁 特徴 ・記事

① 1 14.88 1 14 . 881 初'灰 [:~'{I ハ 7砂
(Td) 

転石 (Da)を不規則に挟む。LUlf1 多，品.，-.l}'llef:'，持品唱 組織はJレースユ

② 1 20.831"5.951 山 f・Sl ， ~，.~，'_ 1 了:ilT 1 y 1 上下に荷機質土を挟む・20.83 1-5.95 山山!.~ ぃ¥吋叩 古学火砕出 ii~~ 1 11， I ~ 1 ~U'llは火砕流か?

① 1 44.331 23.50 1自決 lι:1降下軽石 |帥降下町
白色町硬い軽石、上部l主特に議て・4圭大きい.

中 全体に半団結状.
WI-q岩片が散見される.

(U，) 

01η351 28.02 1，.:':[二信 l 火山砂 I ~1布火附 i 砂粒状の細い軽石がI'-'J街瓜で含まれるd

少 下部程軽石多くなる.
半国結状.

⑤ 1 80.951 8.60 1ば氏以。j".'[て | I t特且に I多 I 特に粒径組〈、環を多誌に含む・
い 組織はJ¥rーズ。

片を多量に捕獲している。新三瓶期の噴出物の岩片はほとんど石英安山岩からなる。細分された

活動期のうち， カノレデラ内に認められるものは，古三瓶期では大田軽石流 (Op・水成が主〉およ

び池田降下軽石 (Ip)，新三瓶期では 日影山円頂丘熔岩 (HL)，三瓶円頂丘熔岩 (SL)，浮布池降

下軽石 (Up)および大平山火砕流 (Tfw)などである。これら活動期の堆積物の分布を図 2ー7-22

に示す。
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一ー一一+主な地下水の流動方向 oWl 地下水位観iJ!lI地点(;)1戸)

• S 1 湧水観測地点(日湧水量) X Rl ..J也表水(流量 nfl斑)

図2-7-25 三瓶山箆地域の湧水分布図(島4良県 (1959)に加筆〉

(2) 地下水

三瓶山麓は一般に水に乏しい。三瓶温泉の泉源地のあ る沢を除いて，渓流水はほとんどカノレデ

ラの外壁に近いところの湧水が源流となっている。集落や水田も この外壁の近くかその外側に発

達している。 火砕流を河床とする渓流水は掴渇しやすく ，古くから水源、は湧水利用が主体であり ，

井戸も志学部落の一部を除いてほとんど掘られていない。主要な湧水の位置は図 2-7-25に示す。

一般に，水温が低く ，湧水直下で・ワサピ田に利用 されているものが多い。島根県 (1959)では湧

水の経路を図 2-7-25のように推定している。季節的に水温の変化の大きい湧水は降水量に関係

し，湧水量の変化が大きく ，温度差の少ない湧水は量が少ない。降水量に関係する湧水は季節的

に変化し， 時間的に地下水位よ り遅れて対応している (1玄12-7-26)。

山麓一帯は緩傾斜の原野であり，ほとんど放牧と遠足の揚として利用され，戦後，牧草地など

の畑地やス キー揚などの レクリエ ーションの揚として，土地利用の高度化に伴い，1960年代か

ら深井戸による地下水開発が進められている。
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表2-7-24 井戸概要表

番号|所 在 |口 径 |深度|揚水量 |白駄位 |揚水7l<位| 備 考

W 1 でdlt斗、 学 1.00 m 20m 1.8m 1977年 10月より水
なし

W2  東の原 150m/m 90m 600m3/d 25m 28m 未利用
W4  角 チド 150m/m 40m 11 26.5 m 27.0m 11 

W5  久 部 つ SOm 293 m3/d ? ? 上水道用
W6  で'btr、 マ立主f: ? 200m 1000m3/d (水位降下 8m) 11 

京T7 水無原 ? 10m 300m3/d 4.0m I 5.0m 11 

開発された深井戸は表 2-7-24のとおりであり，主に上水道用および農業用として開発されて

きた。これらの地下水は，古三瓶期のl噴出物中には少なく ，新三瓶期のl噴出物の中で採取されて

いる。この噴出物は，一般に薄い降下堆積物(主に火山砂〉と厚い火砕流の互層であり ，中 でも

降下堆積物が有力な帯水層となっている。この層は薄層であり，枚数も多い。一般に地下水位は

地表から 15-30 m と低く，噴出物の透水係数は 8X 10-3 -3.7 X 10-2 cm/sである。しかし，降

下堆積物のみが帯水層のところではオ ーダーは 1ランク あがる。水質の分析結果は表 2-7-25に

示すとおりで，良質の地下水である。水位変化は図 2-7-26に示した。三瓶カノレデラ内の東の原

では，W-2およびW-3の記録にみ られるように， 日量 50m/m以下の降雨の影響ははっきり現

われず，角井川の長期的な流量変化の傾向と15-30日遅れて連動するようである。また，融雪の

影響が 3カ月遅れて現われる傾向がある。カノレデラの深さは，W-2では 73m(標高 450m)で

基盤の花閥岩に到着する。 W-3ではW-2より カノレデラの中央部の溶岩円頂丘に近づくが，深さ

90 m (標高 430m)で基盤の花商岩に到着していない。堆積物はすべて新三瓶期の噴出物である。

カルデラ南部の志学では，深さ 180m (標高 200m)で基盤の花自岩に到達し，この上に厚さ 60

m の古三瓶期のl噴出物が堆積してU る。 このことから， カルデラは古三瓶期のものと新三瓶期

のもので深さが異なるのではないかと考えられる。カノレデラの外側にある深井戸W-4は深さ 36

m で基盤の花向岩に着岩し，この上に大平山の砕屑丘を形成したときの火砕流および降下堆積

物が堆積している。地下水位は 26mと低いが， 比湧出量は 1，000m3/d/m と大きい。水位変動

は温度差の少ない湧水と似た傾向を示す。また，角井川の渇水量は流域内の湧水の合計量とほぼ

同じである。これらのことから，三瓶カルデラおよび、その周辺の水収支は，長期的には，降雨の

一部が地下に浸透し， カノレデラ内の地下水位を上昇させ，これが湧水となって渓流に流出するも

ので， カノレデラが自然の地下ダムになっていると考えられる。

三瓶山麓の地下水利用は，三瓶カノレデラ内の志学，久部および水無原で合せて 1，600m3/dで

あり ，東の原では 2本の深井戸で 1，200m3/dの開発可能量;が確認されている。自然の地下ダム

である三瓶カルデラの大きさは，面積が約 13km2，深さ を新三瓶期の堆;f1~物の厚さである平均

100mとすれば，体積が 1.3X109 m3と巨大である。有効間際率を 10%，利用水深を平均 1m

とし，地下ダ ムの利用効率を 10% としても，1，000万 n13の利用量が見込める。降水量は

2，000 mm/年を越し，補給も十分と考えられる。しかしながら，この自然の地下ダムからあふ

れでた湧水は生活用水および農業用水としてすでに利用されているので，地下水開発はこれに影

響を与えない範囲内で行う必要がある。湧水利用 も取り込んだ開発構想と して，現況の 15m 以
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表2-7-25 水 質 分析結果一覧 表

項 目 | 記号 l単位|試射

水素イオン濃度 pH 6.2 

塩素 イ オン Cr ppm 25.0 

硫酸 イ オ ン 80;- ppm 3.50 

硝酸態窒素 N03--N ppm 0.77 

アンモニア態窒素 NH.+-N ppm <0.03 

リン 酸態リン PO.3-_p pp口1 0.26 

ナトリウムイオン Na+ ppm 15.0 

カリウムイオン K+ ppm 4.4 

カノレシュウムイオン C;+ ppm 18.5 

7 グネシュウムイオン Mga2+ ppm 9.7 

全 鉄 Fe ppm 0.04 

浴存酸素 DO ppm 7.1 

過 7 ンガン酸 COD ppm 1.10 
カリウム消費量

生物化学的酸素要求盆 BOD ppm 0.9 

試掘列二
NO.2 

6.7 

14.0 

4.7 

く0.02

<0.05 

<0.03 

7.6 

1.5 

5.6 

1.2 

0.09 

9.8 

0.34 

0.5 

下の地下水位の部分をダムア y プして利用効率をあげるなどの方式が考えられるだろう。
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9.周防 丘陵

(1) 地形・地質

山口県の周防灘に面した地域では平野部も沖積層が薄く ，丘陵を構成する古第三紀の宇部挟炭

層などから地下水を揚水している。周防丘陵は， 標高 50~130 mで開析は著しいが，海岸付近

で標高 80m 付近に瀬戸内面に相当する平坦商がみられる。また，洪積段丘 も発達し，高橋ら

(1968) によって 3 段に区分され， 古い方から標高 32 ~45 m の王子段丘，標高 20~25 m の古殿

段丘，標高 10~ 15111 の丸尾原段丘があり ， ほかに沖積平野に埋没する能楽段丘が標高 6~ lO m

に分布している。これらは，表 2-7-26にみられるように，それぞれ砂礁周をもっている。これ

らの構造を図 2-7-27 に示す。王子段丘(高位商〉の大田磯層は厚さ 20111 以上あり，磯径 1~15

cmで一部くさり礁となっている。古殿段丘(中位面〉は吉南層に対応するが，これはさらに三

層に分かれ2 下部の小路喋!冨は径 2-10 cmでくさり礁を含み，基質は粘土およびシノレ トで， 厚


